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幾多の実験成績とによつて明かなるところである。かか　　　　　　　劣性，劣1生白繭（災4号）に対し優性関係な

る雑樋強勢又はHeterosisセこ関する理論ほ」博く摘き，著　　　　　　　　示す。
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ず蚕児の脚色の黄白を識別して第4齢より区別して飼育　　　之によると霞腹交配の暢合に於ける遺伝形質（脚色）

し，その各に相対する対照区の組合せ蚕児の計蚤的性質　　　の分離の状況は同一晶種間の受精率が比較El勺高く現われ

と比較した。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ている。

　　　　　（皿）実験成績　　　　　　　　　 第2畿

Z）電複交配による優劣性（脚臨叉は繭色）の1蛾区内　　　　（b）　♀A×3（B十C）の場含

轟課ては雌繊鞭，で齢た醐の諏嬰別脚色・b・舗
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浬

173

420
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　　　　頭　　　頭　　　頭
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90　　工61　17
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56　　　　上識の場合の受精率は第2馴交腿の場脅に穂多い傾向

100　　　を示した。
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2）蚕体震
（a）　♀A×G（B×A）の場合

第3畿

’＼＼調査時期　　　、、

第 4 齢起ii費 （20頭） 第　4 齢眠ii丞
交配形式『

_＼ 体霞 響区貿 増榊！
，ヤ

体露 　【凹ﾎ照区との
ｷ　　異

　　、ガ」一
搖B率

金黄×欧3号
金黄・｛肇3書

金黄×金黄

4．059　　　　　9　　　　　％
4．60　　　　　　　　十〇，55　　　　　　　　十13．58

3．77　　　　　　　－0．07　　　　　　　一葡　1，82

3．S4

18。909　　　　　　　9　　　　　　　　　　　穿6

18，85　　　　　 －0，05　　　　　　　－　 0，26

13．80　　　－2。25　　　　－14、03

16，05

支4号×欧7号
麦・号・｛霧

麦4号×支4号

3．97

4．07　　　　　　　　十〇。10　　　　　　　　十　2，52

3．54　　　　十〇。11　　　　十3，21

3．43

15，30

18。25　　　　　 十2噂95　　　　　　　十19928

13。95　　　　　 －0，05　　　　　　　－　0．36

14，00

欧7・畢×欧3号

欧・号・灘

欧7暑×欧7号

4．64

4．98　　　　　　　十〇．34　　　　　　　十　7．34

4．48　　　　　　　十〇．23　　　　　　　司ト　5．41

4．25

22．42

26巳50　　　　　　十4．08　　　　　　　　”ト18，20

20，16　　　　　－0．56　　　　　　－　2．70

20．72
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第4酸

＼調鶴期　　第5齢起寮（20頭）　　　熟　　蟄　（10頭）
　　　　姫形式＼＼1”一一・・

@－

р′O雛斑の　堀爵・　体重　嬰障ρ　ゴ1倣・争・
＼1　　　薙　異　　　ニー一＿＿＿二＿湊峯＿聾＿一＿＿．＿．、

金黄×欧3号
金黄・｛肇3茎

金費×金黄
爽4・彗｝；×欧7男・

糊・｛肇霧：

皮4男・×参芝：4号

欧7憂×欧3易
欧・号・傑：

欧7丹×欧7号

16。7Sg　　　　　　　　　　 g　　　　　　　　　　 g6　　　　　　　 70．2　9　　　　　　　　　　 9　　　　　　　　　　　96

i6量45　　　　　　　－－0，30　　　　　　－　 1，79　　　　　　　69．3　　　　　　　　昂一一　〇，9　　　　　　t・pm　O噴：3

i3、17　　　　　　　－1．13　　　　　　－　7．90　　　　　　　71陰2　　　　　　　　－1－　8．9　　　　　　→圏14，30

14．30　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　62．3

14．82　　　　　　　　175，4
15．16　　　　　　－1一⑪．34　　　　　 →嶋　2．30　　　　　　8L4　　　　　　　・ト　6，G　　　　　・ト　8．00

　　　　　　　　　　　　　　69．8　　　＋13．4　　・卜23．ア’；12，83　　　　　　　－0．63　　　　　　－　0．63

13．46

19．05

20．03　　　　　　一ト0．98　　　　　隠ト　5．14

19’21　　　　　　　十2，09　　　　　　→－12．21

17．12

弓6．4

62．3

69．6　　　　　　　　・ト　7鴨3　　　　　　“卜！1。72

62．艮　　　　　　　　一1－　1，餐　　　　　　vl・　2，48

60。6

（b）　9A×G（B＋C）の場禽
第5薮

＼、調｛葎游矧

交配形式

金黄×欧3暑
金黄・｛肇1量

金黄×皮4号

第5　【屑走些蚕（10豆頁）

体電

　99．050

9，275

7．435

7．735

対照区
との差
晃一一

　　9

十〇．225

－O．300

増減率l

　　l
　秀

十2．49

－3．88

3）生繭重
（a）　♀A×6（B十A）の場合

＼＼調査時期

交　配形式1＼、

支4｛｝〉く欧3号

期・｛肇喉

1支4号×金：黄

第‘ ｫ嵩1°蜘　醐期
纐留灘鰯樋形・い・、．

　／～％
　　　　　　　　　｛

8．663　　　1

9・025］＋0・3621＋4・18

7，2921－0．233i－－3．01

7・525［　　1

第6表

　炊7駆欧3号

1　　欧3号欧7号×金le（

欧7・ttl・×金　
：‘電1衰

’

第51襯讃（獅貞）

　　対照國
体賦との叢i増賦’争ミ

　　構
lo．4sgl　sc駕
量1・250，＋0・7621＋7・27

欝779じ肌！8

交配形式

金黄×欧3号
金黄・｛肇3茎

金黄×金黄

支4号×欧7号
娚・｛肇霧：

交4｛｝×麦4号

欧7号×欧3号
欧・号・傑：

欧7暑×欧7号

♀　　　a噸）
生繭重饗区貿増騨
22．399　　　　　　　　9　　　　　　　　　％

23．43　　　　　　　　→－1．04　　　　　　　十　4．64

18，42　　　　　　　－1．42　　　　　　－　 7．工6

19。84

23．60

24．00　　　　　　　イー0．40　　　　　　→－　2，00

18画56　　　　　　　－0．84　　　　　　－　4．33

19．40

is　　　　（エ0顯）

生菌腫饗区貿増ミ麟
18．359　　　　9　　　　％
ig，14　　　　　　　＋0．79　　　　　　十　4。31

16，47　　　　　　　－0．42　　　　　　－　2。49

16．89

18．91

20．95　　　　　　　十2，04　　　　　　一智一10．78

15．58　　　　　　　－2，76　　　　　　一置5，05

！8．34

24，24　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1　　　20．05

　　　　　　　　　　　　　　21。55　　　　　　－2．69　　　　　－11．11　　　［　　20。46　　　　　　＋0，41　　　　　＿卜　2．04

　　　　　　　　　　　　　　26．88　　　　　　　－0，10　　　　　　－　0．43　　　i　　　2L21　　　　　　　＋0．34　　　　　　十　　i．63

26・98　　　　　　　120・87
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（b）　9A×♂（B十C）の場合
第7表

♀ （19顯） 3 （エ9願）、「

交配形式 生繭露
対照区との
ｷ　　翼

1h－F州1
搆ｸ率 生繭重

対照区との
ｷ　　蝿

、m「hπ一一」一

搆ｸ率　　‘r圃ぼ　’闇．「

噂 ¶

金黄x欧3号
金黄・｛肇灘：

金黄x支4号

25．65　　　　　　　十2，80　　　　　　十i2、25

20．14　　　　　　　－0．36　　　　　　－　 1．76

20．50

22・859　　sr　　％　！i8．・709　　9　　％

3芝4暖弓・×欧3一薯｝

支・号・｛肇3書

皮4号X金黄

24。70
23．71　　　　　　　－O．99　　　　　　－－　4．00

19，46　　　　　　　－3，01　　　　　　－13、40

22．47

20．05　　　　　　　→－1，35　　　　　　十　7，2i

18．75　　　　　　　　→－0，90　　　　　　　－1－　5．04

17．85

19．00

19．63　　　　一ト0．63　　　＋3。32
1755　　　十〇．12　　　→・0．69
17。43

欧7魂弓・×欧39Jil・

欧・母・｛繁3暴

欧7号×金黄

23．85　　　　　　　　　i　18，65　　　唾
一　　　　一　　　　一一一　1　19．50　　　＋0．85　　＋4．56

23、06　　　　　　　　－0．19　　　　　　　－　 0．82　　　　…　　　19．75　　　　　　　　→鴎1．40　　　　　　　Pl一　ア．63

23．25　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1　　　18，35

　　　　　　　　　　　　　　1

4）　虫ii～　イ本　　！段

（a）　♀A×＄　（B＋A）の場禽・
ag　8農

一＿．＿＿＿＿＿＿一一＿＿＿＿＿＿tt－tt，…，熊＿＿墨＿＿＿一＿＿1．．．

　　　　　　　＿＿一一．…　　　Sl．　、．．一（鋤12
交酉己形武　踊体rit『璽賞区Σ；め1”噛増一減率

金黄×欧3男・　　：8．7Sg　　　　9　　　　％
金黄・｛肇3譲　器　土1：％　±1：1；
金　　黄×金　　 丘雄｝　　　　　　韮6．50

．＿＿＿＿cls．一＿＿＿．玄籔

」1鍾一墾豊＿墜挫…
工4。869　　　　　　　　　　　　9　　　　　　　　　　　　96

互5．53　　　　　　　十〇．67　　　　　　 一ト　4，51

13．09　　　　　　　－0．36　　　　　　－　2量68

13．45

支4号×皮4号　 1　　16．42　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1　　15。34　　　　　　　　　　　　　　　　　°

釜1舞：麟騰士8：ll士1：1…lll士　ll叩’ 謔Pダ

欧7号×欧3号
1　　－＿＿　　　　　　　＿　　　　　｛

20．70　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　i　　　16．86

鰍騰舞…li：1：ll：11：判　…ll；1：ll；　ll

（b）　♀A×6（B－FC）の場合
第9表

交配形式

金黄×欧3号
金黄・｛肇罎

金黄×支4号

麦4号×欧3号
麦・号・｛肇3書

支4号×金黄

欧7号×欧3号
欧・号・｛肇3書

欧7号’×金黄

♀　　　　　（10頭）

＿塑璽一墾蟹＿狸紅蜥腿対駆との増辮

ig・2099962L50　　　　　　＋2．30　　　　　十1L97

17。09　　　 一工．II　　　－－609

．＿＿＿．
@　．．e．＿＿＿一＿．．－t－一頭）

　　　　　　　　　　　　’　　　　　　　　　じ　　　　　　　　　　・　　　　　　　　　　・18．20　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　14．60

　　　　　　　　　　　　　　1
2L30　　　　　　　　　　　　　　15．80
19，93　　　　　　　－L37　　　　　　－　6じ43　　　　　　　16．03　　　　　　　＋Og23　　　　　　＋　1．42

18．02　　　　　　　－LO8　　　　　　－　5，65　　　　　　　14，33　　　　　　　→－0。20　　　　　　十　1，46

19．10　　　　　　　　　　　　　　　14．13

一、．

@＿－t．．叢＿異＿t－．一一一＿＿＿．＿

　15・009　　　　9　　　　％
　16．30　　　　　　　十1，30　　　　　　十　8，67

　14　17　　　　　　 －0　43　　　　　　－　2　95

20．65　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　15，80

＿　　　　　　　　 一　　　　　　　　 ＿一一・
@　　　　　　16、00　　　　　　　→－0．20　　　　　　→－　L26

19。68　　　　　　　－0．17　　　　　　－　0．86　　　　　　　工6．27　　　　　　　→－1．17　　　　　　十　7．75

19．85　　　　　　　　　　　　　　　15．10
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5）繭腐澱
第10識

（a）　♀A×♂（B十A）の場合

交配形式

金黄×欧3号
金黄・｛監喉

金黄x金黄
支4号×欧7号
支・号・儂霧：

皮4勢X麦4→弓・

欧7号×欧3号
欧・号・｛駿覆：

欧7号×欧7暑

？　　　　（10願

繭羅蟹区貿増榊
3．499　　　　9　　　　％
3，61　　　　　　十〇．12　　　　　十　3。44

3．31　　　　　　　十〇，07　　　　　　Hト　0．52

3．24

3．58

3冒48　　　　　　　－O．90　　　　　　－25，14

2．70　　　　　　－0，18　　　　　　－－　6．25

2．88

3。44

3．05　　　　　　　－0，39　　　　　　馴一11．33

4．00　　　　　　　　十〇．25　　　　　　　→噌　6，67

3。75

6　　．　．涯o穎）

繭厘糧響蟹増減・率・
3，34g　　　　　　　　　　　欝　　　　　　　　　　　タ6

3．51　　牽0．17　　・卜5，08
3．28　　　－0．05　　－0，15
3．33

3、84

3。48　　　　－一　　　　 一一一一

2，48　　　　　　　－0，42　　　　　　－14．47

2．90

3．09
3曹56　　　　　　　　→－0，47　　　　　　　rl－15，21

3．31　　　　　　　，1◎0，13　　　　　　・1－　4．09

3．18

第11ii疑

（b）　9A×♂（B十C）の場合

交配形式
♀

繭關蟹区貿増減率

金黄×欧3号3・559996金　　 黄〉く｛塁…2舅：　　　　　　　S：S9　　　　　　　　：t8：至9　　　　　　　ゴti3：9？

金　 黄×参と4暑　　　　　3・20

支4号×欧3号
支・号・｛肇喉

支4号×金黄

欧7号×欧3号
欧・号・｛肇喉

欧7暑×金黄

3．30

3．68　　　　　　　十〇．38　　　　　　十11，52

3。25　　　　　　　－0，02　　　　　　－－　0．61

3．27

3．IO

3，28　　　　　　－0．02　　　　　　－　0，61

3．30

　　　　　　9c

繭羅響貿増Tkza率

3．6099％3，65　　　　　　　　一ト0．05　　　　　　　”｛岬　1。3ウ

3．08　　　・－0．07　　－2．22
3，15

3．10
3．50　　　　　　　一ト0，40　　　　　　－1稿12。90

3．12　　　　　　－0．08　　　　　－2．夢0

3．20

2．75
3．40　　　　　　　十〇，65　　　　　　十23．64

3．38　　　　　　　十〇．23　　　　　　十　7．31

3。15

6）繭層歩合
蜥2畿

（a）　♀A×6（B十A）の場合

交配形式
金黄×欧3号
金黄・｛肇3書

金黄×金黄
支4号×欧7号
支・号・｛肇夏舅

支4号×支4号

欧7暑×欧3号
欧・号・｛購

欧7号×欧7号

9　　　　（10穎）

囎歩合響区貿増榊
15．59％　　　　　　　　　％　　　　　　　　　　96

15．40　　　　　　　－0，19　　　　　　－－　L22

17．96　　　　　　　→－L63　　　　　　十　9．98

16．33

15，17

14，50　　　　　　　－0．67　　　　　　－　4。42

14“54　　　　　　　－0．30　　　　　　－　2．02

14．86

14、19

14．15　　　　　　　－0，04　　　　　　－　0．28

14．88　　　＋0，99　　－7．13
13．89

6　　　　　0）
繭周歩合饗区鍵増ミ戚率
18・20％　　　　　　　　　ヲ6　　　　　　　　　　　96

18．33　　　－0．13　　－0．71
19．91　　　　　　十〇，20　　　　　－｛鴨　1停01

19．71

2G．31

16腎61　　　　　　－3，70　　　　　　－18，22

15．91　　　　　　　－←0．10　　　　　　十　〇，63

15．81

15．41

17．39　　　　　　→一豆．98　　　　　一ト12，85

15．60　　　　　　　十〇昌37　　　　　　一ト　2．43

15．23
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第13表

（b）　♀A×6（B十C）の楊合

変酉己形武

金黄×欧3号
金黄・｛肇霧：

金黄×皮4暑

支4彦弓・×欧3肖弓・

皮・号・｛肇3鍵

支4暑×金黄

欧7号×欧3丹
欧・易・｛肇喉

欧7暑×金黄

早

繭層歩合ヌ響区貿　増榊
15．53％　　　　　　　　　％　　　　　　　　　　　　％

15，78　　　　　　　→－0，25　　　　　　→－　1．61

王4●64　　　　　　　　　 －0●24　　　　　　　　－　 1・61

14，88

13．36
15．50　　　　　　　ドト2．14　　　　　　絆1－16．02

15．21　　　　　　　一ト0．66　　　　　　－1－　4．54

14．　S「）

13，00

14．22　　　　　　－1－0．03　　　　　十　〇．21

14．19

6

．遡・堕＿墾饗＿抱1墜．、

ig，25％　　　　％　　　　　％
17．80　　　　　　　－1，45　　　　　　　－7．53

17．78　　　　　　　→－0，14　　　　　　　→－0．79

17．64

16。32
17，82　　　　　　　→－1．50　　　　　　－1－　9．19

17。76　　　　　　　－－0．59　　　　　　－　3．22

18．35

14．74
17．43　　　　　　　→－2．69　　　　　　十18．25

17．11　　　　　　－O，06　　　　　　－　0．35

17．17

7）糸長及糸燈　　　　　　　　　　　　　　　8）繊　　　魔

　　　　　　　　　　　翻嬢　　　　　　　　　　　　　　　　　　　蜘6袈
（a）　IP　A×6（1十A）の場舎　　　　　　　　　　　　　　　　　（の　“　aN×δ（．B十A）の場合

姻形式1絃甥難増榊
金黄×欧3男・
金黄・｛肇3叢

金黄×金黄
麦4号×欧7｛｝・
娚・｛肇1舞：

支4号×支4号

繰遡難増榊　交醐絨瞬度棚蟹増榊

欧7号×欧3S・
欧・号・｛購

欧7号×欧7号

7101亘l　　　　l∬1　　　　　　タ2C　　　2．9tSt　　　　　9　　　　　　　％　　　　　 金　　ゴ費×　欧3受｝・

；fl±1帥1：彫：1土1：1±1：99鍛・｛繰
735　　　　　　　2．9　　　　　　　　金黄×金資
754
847　　十　93　　－1－12，33

713　　　＋　26　　十　3・78

687

2．9　　　　　　　　　　　　　　支4明弓・×欧7－7J・

1：1‡1：1‡麟　娚・｛肇霧：
2．6　　　　　　　　　　　　　　多〔4一毫卜〉（三壷こ4号

，、6＋、2．6．。。1：19；8：19；1：？1欧・号・綴掲：
874　　　　　　　　　　　　2．99　　　　　　　　　　　　　　欧7号×欧3号
745　　　－129　　－14．76

704 2．40　　　　　　　　　　　　　欧7号×欧7号

　D　　　　　D
3・10　　　　　　　％
3，08　　　－0，02　　　－O，65

2．66　　　－0，24　　　＿8、28

2、90

2，93

2，67　　　－0陰26　　－　 8．87

2，20　　　－O．58　　－20．86

2．78

2，21

2。42　　　→噂0。21　　十9，50

2。44　　　　→－0，14　　＋6，09

2．30

　　　　　　　　　　　第15毒蔓　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　箆17衷

（b）　♀A×♂（B十C）の場合　　　　　　　　　　　　　　　　　　（b）　♀A×♂（B十C）の場合

交配形式i鰻遡難増榊
金黄×欧3号
金黄・｛肇1舅：

710圓　回　　％1
　　　　　　　751　　　十　41　　　十5．77
　　　　　　　767　　　＋　19　　　十2．54

金黄×麦4号　748

支4号×欧3号
麦・号・｛肇3婁

麦4暑×金黄

欧7暑×欧3号
欧・号・儂喉

欧7号×金黄

746
750　　　→－　　4　　　十〇．54

666　　　＋　 17　　　十2，54

649

809

756　　　→噂　　8　　　十1．07

748

糸貴甥難増減率　　　交配形式　1繊魔携難　増械率

熱　擁鞭難陰il亡8：1捕
　　　　　　　　　　　　　　　　　　1
2．90　　　　　　　　　　　　　　三支：4号）く欧3号

1：99土8：1言士、1：19皮・号・｛肇喉

2。90　　　　　　　　　　　　　　皮4号×金　 章£

2．59　　　　　　　　　　　　　欧7号×欧3号

脇一砺．繭欧・号・｛監爆
2．80　　　　　　　　　　　　　　影ζ7号X金　 黄

3．06
3．18　　　→－0．12　　　十5．83

3，01　　－0，27　　　－8，23

3，28

2，39

2，83　　　十〇．23　　　十8．85

2．60
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　9）　総　　　　括　　　　　　　　　　　　　　　　　　9A×GC等に対する？A×3A（B），　♀Aンく（nB（A），

以上第3表より簿壊逡の調査成綴でから（a）9A×＄　P，A×P，B（（・），♀A×8，C（B）等¢洛計【韻股賀の増減

（B十A）の場舎と（b）9A×3（B十C）の場合とに　　　率を衷示すると次の第18，19嚢の通りと蹴るP．

分ち，夫々単純交配たる　♀A×δA，　♀A×おB，

（a）　♀A×δ（B十A）の場合
第18籔

』ぐ一・一＿交博己形式

　　　交四己繭喬一

計鐙的殴質　　　．，

四齢起蚕体：霞

購轟犠
熟　i醍　体　蹴

蜥体蝋1

生顧B
繭1細｛1
繭1鱒歩脅｛1

蝋騒一禦｛腹盗腹儀憂鉦』

　　♀A×EBn対スノレ♀AX〔BB（A）
．＿、．Z＿一．増．．．滅一＿率　（％）

糸　　　　　侵
糸　　　　　激
繊　　　　　度

一1－13．5896

－0，26
－1．79
－O．13

十5，17
十4．51

＋4，64
＋4，31

＋3．44
＋5。08

－1，22
－0，71

＋7，89
十3．45
－0，65

十85．78　　　＋82，00
　10　　　　　　　8
→－　8，58　　1　　　　→－10，25　　｝

一一
T6．65　　　　　　　－51，96

　4　　　　　　　7
－14．16　　　　　＿＿－　7．42

　1，？・A×as・A・：対スルWAX“A（1り
＿＿、ノ、「、．増　減　尋是（％）

　　　　　　　　　　轍｛繊茨・｛1磨7～剛鍵‘：iノ

＋2．52％1＋7．34％司．82％1＋3．21露11、．矧96
－｝→工9．28　　．　　　　＋18920　　　　　n・＋－14．03　　1　　　　一　 ⑪．｛｝5　　　　　　　一膚　2，70

‡1：88　‡11：1馴；，1：18．r：，1：卿　二1：1鰹

＋251．　＿ILロi＿9．03　　＿4、。2　　＿1．51
rvg15．72　　　　　　　－－　0．36　　　　　－　2，68　　　　　　　－15．2ぢ　　　　　　　静ト　　1．1り

＋2．001　　－11．11　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　－0、43　　　　　　　　　　　＿7．16　1　　－4．33＋10，78　　i　　　　rト　2．04　　　　　　　　　　　＿　2，4g　　l　　　　＿1rp．05　　　　　　　酬ト　1，63

　　　　　
－25．14　　i　　　　－11．33　　　　　一ト　0．52　　；　　　　一一　6．25　　　　　　　脚卜　6，67

　　－　 1　　　十15。21　　　　－　0。15　 、　　　－ml4、47　　　　　　－，1－・G、09

－　4，42　　　　　　　－　0．28　　　　　＋　9．98　　i　　　　－　2．02　　　　　　　－・1・　7．13

－18．22　　　　　　　→→12，85　　　　　→－　1．OI　　、　　　　→－　0．63　　　　　　　－1’－　2．43

　　　　　　　　　　　　　　　　－1－12．33　　　　　　－14．76　　　　－　2．45　1　　　一ト　3，73　　　　　　一ト　6，00

士11劃㍊　：9：191　：”13：ll　‡1：61
　　　　　　　　　　　　　　　　　ヒ　ヒ　　ヒ　　　　　　　　　　　　’　　　　　　ヨ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　十59溺4　　　　i　　　　　＋46tS7°　12
　　　　　　　　　　　　　　　　　　→－　9．34　　　　　　一ト　4．96　十6，45

『『≠U奮779｝

　　11
　－572゜　　　　1　　　　　　　　，　　　　　　　　．　　　　°

’tt門…” �WG；』93… 秩c闇　‘「－　d：〔｝4内

　　　10　　1　　　　3
　　－869　　　－155

（b）　♀A×δ　（B十C）の場合
第19表

1㌃～＿～＿交配形式

　　　交配顯奪
計量的性質　t－tt・・．＿．

五齢起蚕体璽

蠣体覚｛1

生繭重｛1

繭閣蚤｛1

繭層飴｛1
糸　　　　　長

9AXSB二対スル♀A×δB（G）

　ノ増減率（％）
鑛倦，4～1支・｛齢1欧・｛翻

→瞬　2・49ヲ6

＋11．97

十8．67

十12．25

十7。21

十14．08

十i．39

＋1．61

＋4．18％

－6．43
十1．42

－4．00
＋3，32

＋11，52
十12，90

十16，02

・1　＋7．27％

キ1，26

十4．56

十23。64

♀A×δC二対スノレ♀A×cT）C（B）
　ノ　　増　　減　　率　（％）

一　　1

蝋艶3～剰鯉欧・｛籔
一3．88％

－6．09
－2．95

－1．76
＋5．04

－7．81
－2，22

－1．61
一7・53 P＋9・191＋1＆25　＋°・79
十5．77　　　　　　　　　　　　　　　　1

譲　　細・・，　，8

難羅：；鷲

1　＋o・　541　　　一
　　十5．17　1　　　　　＿
　　＋5・・831　　一

講増｛鰻∵鴛　駕 十55．00

　5
十11．00

十2．54
十1．07
－－ O．72

＋9．44

　4
十2．36

一3．OI％　　＋9．18％
－　5．65　　　　　　－・－　0，86

十　 1，46　　　　　　　十　 7，75

一一
P0．　43

　2
－5，22

0

一13．40

＋o．69

－0．61
－2．50

＋4，54
－3．22

十2．54
－13．79

－8．23

＋9．　2：rl

　4・ト2，31

謝1°‘「二5°評’
－　3．38　　1　　　　－　6．30

一一一 Z．82

＋7．63

－0．61
＋7．31

十〇．21

－o．35

・｛－1．07

－0，25
＋8，85

　　＋42，亀｝0

　　　7
　　＋6．00
…心 Q　 Q：’89

　　　5
　　－0．58
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　上記の第18表及び第19表の結果から次の傾向を指摘す　　　れ，欧×欧F1の場合之に甑ぎ，亥×支交配の場合は際

ることが1・踊…る・　　　　　　　　　　種でもFビe繍鞍酉己の影響は却って滅蟄の方向に現
　（1｝原樋【A×A】と原樋〔A×A（ll）〕との比較　　　　われるようである。

、、綴善維総群器鷺簾織1；　　（W）考　察
澱的性質が減鐙する傾向が観られる。　　　　　　　　　　本実験は極めて小蜆模でll葭か一一副の繍果に過ぎないか

　　b）皮4×支4と寅4×支4（欧7）の成績を比較す　　　ら本成績のみから正鵠を期することは困難かもウ1【1れ叛い

ると個様に：如×灘（欧7卿膿鞭の精子の共存　が・　隔劇誠績傭蜘・て教て見るに・従1・翻ミなど

せる場合に醐け離磯向が灘、漏。　　　　　に於瞳廻・g・・yのヨ撒セ破ク閥す｝・5・tし回”近蠕を

　　・）欧7×欧7と欧7×欧7（欧3）の雌謝徽す　（1；yt°1・la・mi・het…si・の蹴カミ漸く爽績が挙がり蜥ll細

Z．）　L後辮IIち欧罎環1湖嬬せしめる場脅1翻々土曽　ll包の鋤Ge・・以外・発illll蹟或即1・・m・g・・eなどの遺

、1融しめる傾肉醐られる。　　　　　　襯蒙への影響が考えられるようになつて靴ので”t

蜘響膿鵬騰lll）濃濃齢羅難総蟹駕1鶯鴇

　　b）欧×欧一繍…種で例え鰍7×欧3で鰍7×　に共存してA班子の発灘鱒かの影鞭蛾得る＃Sh

脚（欧7）及徽7X欧3（金黄）の蔽瞼せに於て儲で　脅棚洲、る浦で議，
はその差が比較的少いが後潜で1よ稽増燈する傾向が顕著　　　　かくして本突験の結果によ著，とA×B胚子のi発育上，

である・　　　　　　　　　　耳脚。共存す備子力・A卵鵬晶種たるc品種刎創・
　　c）皮×Pt－・代雑種として，例えば萸4×金黄と麦　　その影響が大きく，叉その共存精子の影響がA×B胚子

4×金黄（欧3）組合せでは，後蕾即ち重複交配区の成　　　の発育上増最する方向に作用する場合　（支欧F1）と，

績が脇る伽が賊る・又その殿の鑛×刻の組　却て1懸す勧向セ。欄す翻合（笈支F1又は支原樋）

儲でも鑛岐4（欧3）の鹸磯分劣るよう睨　とが叛られるが，。醐台職と合体する瀞と，単

える・　　　　　　　　　　　に共存する精子との端を翫てもF、の組合せが波
　⑧　共存する精子の品種別とその影響　　　　　　　　　　×欧叉は欧X皮の場會は，他贔種精子が共存する場合は

同一齢せの鹸こ対し洪存す備子の影響を2品　胚子鰍は簾子触蹴偲蓮す勧向へ，鮫・如
種について調べて見ると，
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　場合はその生長を制限する方向に影響する所から観てs

♀麟×獄3のF・に於て齪鑛×ε脚（金黄）　その影響購精子購の作胸撒ではなく洪尉る
よりも♀鎌×鰍3（皮4）筋髄かセこ樋する傾　糊・が願欄又は歴魏上に及ぼす影響であること
向硯える・叉轍…齢のFzでe…9欧・×G欧　，鞘せられる．箆1］ち。紡の関備Sh。11（・9。・）の生

3（金黄）筋が♀欧7×・9・欧3（欧7）より幾分糠　理的刺戦説｝．従て謙種強勢（1・lyb・id，ig。収はP。，i・ive

率縮い・自1】ち撒の体敵1堺障於て嬬す備子　h，、，，。，i，）と総弱勢（H，b，id　weak。。、s又はN，g、、1，e

は，購曝る鞭の瀞筋カミその囎猷きいこと　h。・，，。，i、）の爾が舗することも醗骸ると思う。

が判る。

（4，〉共存精子の影響と組合せ別　　　　　　　　（v）結　　x
　本爽験の範囲では♀支×δ欧F1又は♀欧×δ交F1の　　　　本実験に於ては同1雌蛾に2種の雄蛾を電複交配せし

場合には重複交配の影響は，諸性質の増濫の方向に現わ　　　め田：蛾の交尾嚢中へ2種の精子を送入し，1卵内に2品
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種の精子の浸入する機会を与え，♀Aと8鷺とが単純に　　　（A＆Bor∬＆C），　upon　the　expression　of　s◎me　cluan－・

Flを作つた場舎に比べ，　A晶種の卵内へB及びC昂種の　　　titative　characters　Qf　sillcworm　larva　and　cocoons　of

両精子が浸入し，C精子の共存のもとに作られたFIA×　　　the　first　filial　generation．

B（o）の養体電，繭貢，繭lil1｝量，糸長，糸赴及び繊嵐等　　　　（1＞Puve　strains；t？，　A×3A　and　g　A×δA（B）・：1

の実用的計量性質の上での差異を調喪L．．た。　　　　　　　　In　the　case　of　chinese　strains（gA×8A），　it　is

　（1）原種〔A×A〕と原種〔A×A（B）二1との比i鮫　　　　ascertaineCl　thξ五t　the　co．．existence　of　another　spermato－一

　　　支那系の原種では他品種の糖子（ll）の共存する場合　　　zooll（B）in　an　egg（A）fartilized　with　tlle　sperlna－一

は緒性質に於て稽々減最する傾向が見られ，叉欧州系の　　tozo（）n（A），　generally　tends　to　show　a　slight　reduc一

原種ではng　7t増蟄する傾向がある。　　　　　　t｛。n三n．gr。wth　in　larva！　sta9・，　whereas量・eur。pean

l2）一代奈lli種〔AXB〕・同〔AXB（A）〕，及び同　　strain　which　bears　a　spermatozoon（B）deinonstrate　a

　　　　〔A×1（σ）〕の比較　　　　　　　　　　　　　　　　　increasing　stilnulatory　effects　upoll　the　growth．

　支欧一代雑種叉は欧欧a」代雑穣では重複交剛の場合は　　　　（2）Hybr三ds：1“A×sB，♀AxポB（A）and　？A

単繊融こ比べて・概して糠の傾向が見られたが茂　　 ×εIB（。），

支一代雑種では蹴複交配の場合に却って源量する傾向が　　　　In　both　chino－eur。pean　and　eur。Pe。－eu「oPean　hy一

ある。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　brids，七he　co－existence　of　a　SperrnatozOon（（1）which

　（3）雌蛾の生殖器内1又は卵内に方奄て歩椿する精子の影　　　does　not　take　part　in　ferbilizati◎n　of　egg．　nucleus（A），

響はその精子が組舎せの雌雄蛾と異る贔種の場合に一・層　　　is　apt　to　denote　a　stiinulatory　effects　as：l　slight　g聯

署しい・　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　upon　tlle　growth，　bu七葦n　the　case　of　chino・chinese

（4）ff複交酉己の影響は…賄する剛籍野同憲齢らAどb　hyb・id　t・ncls　t・・h。w・slight　reducti・1・i・gr・wth

叉はBとGとの相互作用の結果ではなく，受精に与らな　　　and　the　value　of　some（’luantitative　cha「acte「s．

～’共存糖子が胚子の発育生畏上に及ぼす影響である。　　　　　（8）The　influence　upon　tlae　growth　Qf　all　embryo

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　by　a　co－existing　spermato鑑oon（C）whicll　d（⊃es　not
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　　　　　　　　　　　　　　　　Summary　　　　　　＊幽（B）den！・tes　the　c・－egistence・f　a　spre・mat・z。・n

I。th。　p，e，e。t　p。p，，，　th，。u・h。，　h、s、t。di，d　t。　　　°f　the　st「ain（”）・which　d°es　n。t　tak・p・「t

m、ke　clea，。f　th，　i。t。，f。，i。9。ffectS。f　tw。　ki。d，。f　　　in　fe「til｛・ati°n・

spermatozoa．（A＆B　or　B＆C），　which　co・－ex｛st　in　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　，

the　bursa　copulatorix　of　felnale　silkworm　motlユ（A），

after　double　mating　with　the　ma！e　of　different　strains


